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　６月14日（土）、田布施町青少年健
全育成町民会議総会が西田布施公民館
で開催されました。
　青少年健全育成作文で特選作品に選
ばれた小・中学校の児童生徒が会場で
作文を発表し、総会の参加者は熱心に
聞き入っていました。

　　　２
　　　３
　４～５
　　　６
　　　７

買い物送迎サービスが始まりました
国営ほ場整備事業について
保険証、各種認定証について
臨時福祉給付金など
青少年健全育成町民会議など

■表紙の写真
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利用登録受付中！！
○利用には事前の登録が必要です
　・利用できる人は？
　　　福祉タクシーを利用されていない人で、以下の項目に該当する人です。

　　①65歳以上の一人暮らしの人、または75歳以上の高齢者のみの世帯の人
　　②その他75歳以上の高齢者で、生活の移動手段を確保しなければ生活に大きな支障があるとみられる人
　　※日中お一人になられる人も利用できます。　※一人で乗降できる人に限ります。

　・登録手続きは？　
　　　町社会福祉協議会にお問合わせください。ご自宅に説明に伺います。

○運行日

○運行時間

　　　　　　
※迎えの時間は、最初のお宅へ迎えに行く時間　※送りの時間は、田布施駅の出発時間

○利用料金　乗車１回一人500円（往復1000円）です。
　　　　　　事前に乗車券をご購入ください。（現金支払は不可）

○主な送迎ルート（ご自宅まで送迎します。最寄りのバス停へもルート予約できます。）
　　　　　・迎えは 「各予約者宅」 → 「高齢者いきいき館前」 → 「田布施駅」
　　　　　・送りは 「田布施駅」　 → 「高齢者いきいき館前」 → 「各予約者宅」

○２日前までに電話予約してください。（利用日、迎えと送りの希望時間をお申し出ください。）
　　　　　　受付時間は、平日の午前９時～午後４時までです。

問田布施町社会福祉協議会　専用ダイヤル
　☎２５- ３１６６

曜日 月 火 水 木 金

地域 城南 西田布施 東田布施 麻郷 麻里府

１便（午前）
迎え 送り

２便（午後）
迎え 送り

9:00 11:00 13:00 15:00

買物送迎サービスが始まりました

　７月１日（火）の試行運転の開始に合わせ、田布施町役場
正面玄関前で「田布施町買物送迎サービス出発式」が行われ
ました。
　真新しい 10 人乗りワゴン車のお披露目の後、出席され
た人達に見送られ、最初の利用者宅へ向け出発しました。

▲ワゴン車内の様子 ▲乗り降りしやすいステップ
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平
成
23
年
度
か
ら
南
周
防
地
区

（
田
布
施
町
、
柳
井
市
、
光
市
）
を

対
象
に
国
営
ほ
場
整
備
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

国
営
事
業
で
は
、ほ
場
（
田
ん
ぼ
）

区
画
の
規
模
・
形
状
の
変
更
、
用
排

水
路
・
農
道
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
暗
渠
排
水
を
一
体
的
に
整
備
す

る
こ
と
に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
や
発
生
を
防
止
し
、
大
豆
や
小
麦

な
ど
畑
作
物
の
導
入
に
よ
り
、
地
域

農
業
の
担
い
手
経
営
の
合
理
化
を
図

り
、
農
業
振
興
を
基
に
し
た
地
域
の

活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
区
画
整
理
工
事
が
終
わ
っ

た
団
地
で
は
、
今
年
か
ら
農
作
物
の

作
付
を
行
い
、
区
画
拡
大
に
よ
る
営

農
効
率
化
の
効
果
が
出
始
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
で
は
基
盤
整
備

を
契
機
に
、
担
い
手
農
業
者(

中
心

的
経
営
体)

の
育
成
と
農
地
の
利
用

集
積
を
図
る
こ
と
も
目
標
と
し
て
お

り
、
将
来
的
な
農
地
の
集
積
に
向
け

て
の
計
画
に
つ
い
て
団
地
ご
と
に
話

し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
現
在
、
国
営
事
業
の
範

囲
外
と
な
っ
て
い
る
農
地
に
お
い

て
、
国
営
事
業
へ
の
追
加
施
工
が
可

能
か
国
・
県
と
協
議
し
て
い
ま
す
。

こ
の
国
営
事
業
へ
の
編
入
に
当
た
っ

て
は
、
現
計
画
受
益
者
の
同
意
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
編
入
地
区
権
利
者

の
同
意
や
担
い
手
の
選
定
、
事
業
に

よ
る
効
果
が
見
込
め
る
な
ど
一
定
の

条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
新
た
に
国
営
事
業
の
実
施

を
希
望
さ
れ
る
地
区
が
あ
れ
ば
必
要

に
応
じ
て
地
元
説
明
会
等
を
開
催
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
経
済
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ほ場整備により期待される効果

田がまとまったので
作業がはかどるなぁ

畦塗りしなくて
楽になったなぁ

預かりましょう！

水が自由に
使えるよ

いろんな作物が自由に
作れるようになった

今日の午前中で
終わりそうだよ

道路からすぐに
田んぼに入れるよ

国営ほ場整備事業 の事業範囲の拡大を

国・県と協議しています 問経済課　☎５２‐ ５８０５

※写真はイメージです。
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後期高齢者医療保険および国民健康保険加入者のみなさんへ

　医療費が高額となった場合、認定証を医療機関などに提示することで、窓口で支払う負担額が法定
の自己負担限度額までとなります。
※認定証の交付を受けずに医療費を支払った場合、限度額を超えた額は、後日、高額療養費による返還となります。

後期高齢者医療保険および国民健康保険の保険証の更新について

　
【有効期限は７月 31 日】

　現在交付している「後期高齢者医療被保険者証」および「国民健康保険被保険者
証」、「国民健康保険高齢受給者証」（※１）の有効期限は７月31日ですので、新しい
保険証などを７月下旬に簡易書留郵便で送付します。
　なお、古い保険証などは、８月１日以降使用することができませんので、各自で
処分してください（返却は不要です）。

限度額適用認定証および限度額適用・標準負担額減額認定証について

現在認定証をお持ちの人

　現在交付している平成25年度の認定証の有効期限は７月31日です。

　8月以降の認定区分が「区分Ⅰ」（※２）または「区分Ⅱ」（※３）となった人には、7月下旬に新しい認定証
を直接送付します。自動更新となりますので、更新手続きは必要ありません。

○ これまで、新年度の認定区分が「区分Ⅱ」の人は申請が必要でしたが、今年度より自動更新となりました。
○ 同一世帯内に住民税の申告等をされていない人（未申告の人）がいる場合、正しい負担区分判定ができ
ないことから、自動更新となりません。該当者には山口県後期高齢者医療広域連合より「勧奨通知」が送付
されますので、通知が届いた人で認定証が必要な場合は健康保険課までお越しください。

①　後期高齢者医療に加入されている人

※１　医療機関等の窓口で自己負担割合（１割、２割、３割）を示す白色の証です。70歳の誕生日の翌月
　　１日（誕生日が１日の人はその日）より使用することができます。75歳の誕生日に後期高齢者医療制
　　度へ移行するまでの間、交付されます。
　　　年度途中に70歳となられる人については、証を随時お送りします。

※２　区分Ⅰ：世帯の全員が平成26年度住民税非課税であり、各種収入から必要経費・控除を差し引い
　　た所得が０円（年金収入は控除額を80万円として計算します）となる世帯に属する人または老齢福祉
　　年金受給者
※３　区分Ⅱ：世帯の全員が平成26年度住民税非課税の世帯で、区分Ⅰ以外の人
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○期間　８月１日（金）～ 8月29日（金）※土・日を除く

　（受付時間）　午前8時30分～午後5時15分
○更新場所　　健康保険課　保険年金係（⑥番窓口）
○必要なもの　
・平成26年度の国民健康保険被保険者証
・現在交付されている平成25年度の限度額適用・標準負担額減額認定証、または限度額適用認定証
・印鑑

更新手続き

問健康保険課　保険年金係　☎52 ‐ ５８０９

　住民税非課税世帯の人または70歳未満の住民税課税世帯の人で、平成 26 年度も認定証が必要な人は申
請が必要です。期限内に必ず更新の手続きをしてください。

　なお、現在「Ｃ」または「区分Ⅱ」の認定証（青色）をお持ちの人で、その認定証を交付されている期間の
入院日数が、過去 1 年間で 91 日以上の場合は、申請することで食事代が更に減額される場合があります。
申請の際は病院の領収書など、入院日数の分かる書類をご持参ください。

②　国民健康保険に加入されている人

新規に認定証の交付を希望される人

　認定証の交付を受けるには申請が必要です。申請は随時受け付けておりますので、必要な人は手続きを
お願いします。認定証は申請を行った月の初日から有効となります。
※同一世帯内に住民税の申告等をされていない人（未申告の人）がいる場合は、正しい負担区分判定ができないことが

ありますので、健康保険課の窓口にてご相談ください。

○対象となる人
　【限度額適用認定証】
　・70歳未満の国民健康保険加入者
　
　【限度額適用・標準負担額減額認定証】（入院時の食事代も減額されます。）
　・同一世帯の国民健康保険加入者および世帯主の全員が住民税非課税で
　　ある国民健康保険加入者
　・ 同一世帯の全員が住民税非課税である後期高齢者医療加入者

○申請場所　　健康保険課　保険年金係（⑥番窓口）

○必要なもの　
・ 国民健康保険被保険者証または後期高齢者医療被保険者証
・ 印鑑

申請手続き

○ 被用者保険（協会けんぽ・健康保険組合・共済組合等）や国民健康保険組合に加入されている人につい
ては、加入されている医療保険者にお問い合わせください。
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　２つの給付金の対象と思われる人へ申請書をお送りしています。該当される人は期間内に申請を
してください。なお、臨時福祉給付金につきましては、町民税課税者の扶養に入っている人など、
支給対象外の人にもお送りしている場合がありますので、同封しているパンフレットなどを参考に
給付対象かどうかをご確認ください。

○申請受付期間　平成 26 年７月１日（火）～ 10 月１日（水）
　　　　　　　　窓口の受付時間は午前８時 30 分～午後５時 15 分です。（土・日・祝日を除く）
○受付場所　　　田布施町役場１階会議室　給付金特設窓口　
　　　　　　　　※同封の返信用封筒で郵送することもできます。

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金

　　　　　　　　　　　　　　の申請書をお送りしています

臨時福祉給付金 子育て世帯臨時特例給付金

　申請書に必要事項を記入の上、必要な書類を
添付してご提出ください。

【必ず添付する２つの書類】
①全ての支給対象者の本人確認書類
　写真付き住民基本台帳カード、運転免許証、
　旅券の写しなど
※写真付きの公的身分証明書がない場合は、健
　康保険証、年金手帳、印鑑登録証などの写し
　が２つ必要です。
　（ただし、未就学児、小・中学生など２つの
　証明書が困難な場合は健康保険証の写しのみ
　で可）
※代理申請・受給を希望される場合は、代理人
　の本人確認書類も添付してください。
②受取口座の金融機関名、口座番号、口座名義
　人（カナ）が分かる通帳やキャッシュカードの
　写し

【加算措置の確認書類】
　ほとんどの人は必要ありませんが、一部の加
算措置については確認書類が必要です。
　詳しくは、申請書裏面の申請内容確認書類
写し貼付け欄を参照してください。

　申請書に必要事項を記入の上、必要な書類を
添付してご提出ください。

※児童手当の振込口座と異なる口座を指定する
場合は、運転免許証など本人確認ができる書
類の写しと振込先金融機関の口座が確認でき
る通帳等の写しが必要です。 

＜公務員の人＞
　職場から配布される申請書に必要事項を記載

の上、児童手当（特例給付）受給証明書およ
び振込先金融機関の口座が確認できる通帳の
写しなどを添付してご提出ください。

・市区町村や厚生労働省などが ATM（銀行・
コンビニなどの現金自動支払機）の操作を
お願いすることは、絶対にありません。 

・市区町村や厚生労働省などが、給付金を支
給するために、手数料などの振込を求める
ことは絶対にありません。

給付金を装った「振り込め詐欺」や

　　「個人情報の詐取」にご注意ください！

問 臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金特設窓口（町役場１階会議室）
　  ☎５３- ４０８０
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　乳幼児医療および、ひとり親家庭医療の更新時期です。
　いずれも有効期間が７月31日となっていますので、該
当すると思われる人は次の日時に更新または交付手続をし
てください。

◇受付期間
　　７月16日（水）～７月31日（木）
　　午前８時30分～午後５時15分
　　（土・日・祝日を除く）
◇場所
　　町役場町民福祉課③④窓口
◇持参していただくもの
　・健康保険証（乳幼児はお子様分、ひとり
　　親家庭は世帯全員）
　・印鑑
　・平成26年１月１日に町外に在住されてい
　　た人は、町民税課税額を証明できるもの
　　①課税所得証明（平成26年度）
　　②町県民税特別徴収税額通知書
　　　（平成26年度）

　父母の平成26年度町民税所得割額の合計から中学生以
下の子どもの数×１万9800円＋高校生などの数×7200
円を引いた金額が 13 万 6700 円以下の場合、義務教育就学
前までの乳幼児の医療費が無料になる制度です。

乳幼児医療制度とは

　平成26年度町民税所得割が中学生以下の子どもの数×
１万9800円－高校生などの数×7200円を引いた金額が
０以下になる世帯で、18歳（高校卒業）までのお子さんを
養育する父子・母子家庭などの児童と父親または母親の医
療費が無料になる制度です。

ひとり親家庭医療制度とは

乳幼児医療、ひとり親家庭医療の更新手続を

　

青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議
の

活
動
は
、
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援

に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

 

青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議

の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
入
会
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

月　日 行　　　事
 ４月24日（水） 地域補導委員会長集会
 ５月 ８日（水） 運営委員会・善行者表彰の推薦依頼

 ６月15日（水）
町民会議総会

（社会を明るくする運動大会同時開催）
 ６月～ 12月中 補導員夜間パトロール（各地域）

 ８月 ３日（土）
町民会議体験活動

「カヌーに乗って遊ぼう！」
 ８月 ９日（金） 第63号「町民会議だより」発行

10月 ２日（水） 運営委員会

10月～ 11月
就学児子育て講座

（たくましい田布施っ子育成事業）
11月29日（金） 青少年健全育成作文集発行

 １月10日（金） 第64号「町民会議だより」発行

 ２月 １日（土）
思春期子育て講座

（たくましい田布施っ子育成事業）
 ３月12日（水） 運営委員会

入
会
の
ご
案
内

　

次
代
を
担
う
青
少
年
が
大
き
な

夢
と
豊
か
な
心
を
持
ち
、
た
く
ま

し
く
成
長
す
る
こ
と
は
、
町
民
す

べ
て
の
願
い
で
す
。
青
少
年
の
健

全
育
成
に
は
、
家
庭
・
地
域
・
学

校
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
よ
る

町
民
総
ぐ
る
み
の
運
動
が
望
ま
れ

ま
す
。

　

田
布
施
町
で
は
、「
町
民
会
議

だ
よ
り
」
の
配
布
、
公
民
館
ま
つ

り
な
ど
の
助
成
、
各
地
域
補
導
委

員
会
活
動
の
助
成
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議
と
は

問田布施町青少年健全育成町民会議　事務局
　（社会教育課内）　　☎５２ ‐ ５８１３

　田布施防犯パトロール隊　事務局
　（総務課内）　　　　☎５２ ‐ ５８０２

問町民福祉課　福祉係　☎５２ ‐ ５８１０

　
会
費
　
一
口
　
３
０
０
円

（
一
家
で
何
人
入
れ
ら
れ
て
も
よ

い
で
す
し
、
一
人
が
何
口
入
ら
れ

て
も
よ
い
で
す
。）

※
各
地
域
の
補
導
委
員
等
が
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
方
法
で
徴
収

し
ま
す
。

平
成
25
年
度
に
行
わ
れ
た

青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議
の
主
な
事
業

青少年健全育成町民会議

　
ご入会についてのお願い
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漁
協
で
取
り
組
ん
だ
『
新
鮮
田
布
施
』
で
第
19
回
全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流
大
会
に

お
い
て
農
林
水
産
大
臣
賞
の
表
彰
を
受
け
た
濱
田
さ
ん
。
Ｉ
タ
ー
ン
で
田
布
施
町
に
移
り

住
み
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
感
じ
な
が
ら
歩
ん
で
来
ら
れ
た
経
緯
と
今
後
の
志

に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｉ
タ
ー
ン
漁
業
者
と
し
て
の
歩
み

　

私
が
田
布
施
町
に
来
て
か
ら
早
い
も
の
で

11
年
目
と
な
り
、
月
日
が
流
れ
る
早
さ
を
毎

年
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
経
緯
で
す
が
、
当
時
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

だ
っ
た
私
は
、
か
つ
て
か
ら
な
り
た
か
っ
た

漁
業
者（
漁
師
）と
し
て
新
た
な
道
を
歩
む
べ

く
、
な
れ
る
方
法
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
平
成
15
年
東
京
で
行
わ
れ
る
全

国
漁
業
就
業
フ
ェ
ア
の
事
を
知
り
早
速
現
地

へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
そ
の
会
場
で
は
、
全

国
か
ら
新
し
い
就
業
者
を
迎
え
入
れ
よ
う
と

す
る
漁
業
組
合
や
水
産
会
社
な
ど
多
数
出
展

さ
れ
て
お
り
、
自
身
の
な
り
た
い
漁
業
種
の

出
展
者
と
面
談
を
し
て
後
日
採
否
を
通
達
さ

れ
る
と
い
う
も
の
で
、
参
加
者
は
皆
人
生
を

左
右
す
る
た
め
真
剣
に
条
件
や
内
容
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
出
展
し
て
い
た
25
団
体

の
中
か
ら
、
私
も
希
望
の
漁
業
種（
独
立
型
）

を
探
し
て
い
る
と
出
展
者
の
条
件
と
自
身
の

希
望
に
合
っ
た
の
が
田
布
施
漁
協
（
現
在
の

山
口
県
漁
協
田
布
施
支
店
）で
し
た
。「
こ
こ

だ
！
」
と
直
感
し
た
私
は
妻
に
連
絡
、
山
口

県
田
布
施
へ
の
希
望
を
提
出
し
、
後
日
採
用

の
通
知
を
頂
い
て
家
族
４
人
で
移
住
を
し
て

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
移
住
を
し
て
か
ら
で
す
が
、
漁
業

の
勉
強
は
勿
論
、
子
ど
も
も
こ
ち
ら
に
来
て

か
ら
初
め
て
の
幼
稚
園
入
園
、
様
々
な
地
域

活
動
へ
の
参
加
等
も
あ
り
、
こ
こ
山
口
に
身

寄
り
の
な
い
私
達
に
と
っ
て
、
地
域
の
皆
様

に
は
来
た
当
時
か
ら
多
面
的
に
ご
支
援
頂

き
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
事
を
深
く

感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
子
ど
も
の
成
長

と
共
に
父
兄
の
つ
な
が
り
も
増
え
、
年
間
を

通
じ
て
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
楽
し
く

過
ご
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
漁
協
親
方
さ
ん
の
勧
め
で
入
れ
て

頂
い
た
高
松
八
幡
宮
氏
子
青
年
会（
高
輝
会
）

の
活
動
も
、
こ
の
地
を
知
ら
な
い
者
に
と
っ

て
幅
広
い
方
々
に
認
知
し
て
頂
き
、
定
住
す
る

上
で
心
強
い
関
係
作
り
が
出
来
た
と
思
い
ま

す
。

　

現
在
、
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
が
、
２
人
の
子
ど
も

達
も
高
校
・
中
学
を
目
前
に
控
え
、
親
と
し

て
や
る
べ
き
事
を
や
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う

に
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
一
歩
一
歩
家
族
と
共

に
頑
張
っ
て
行
こ
う
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
漁
業
者
と
し
て
の
人
生
が
、
10
年
勤

め
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
生
を
逆
転
し
ま
し

た
。
漁
業
で
の
10
年
と
い
っ
て
も
ま
だ
ま
だ

で
日
々
わ
か
ら
な
い
事
の
連
続
で
す
。

　

昔
、親
に
言
わ
れ
た
事
が
あ
り
ま
す
。「
社

会
に
出
て
か
ら
も
一
生
勉
強
や
ぞ
」
と
。
そ

れ
は
確
か
に
そ
う
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
時

は
上
司
か
ら
教
わ
り
、
今
で
は
浜
の
親
方
の

皆
様
か
ら
教
わ
る
。
そ
れ
は
仕
事
に
関
す
る

事
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
常
識
的
な
事
か
ら

人
生
論
的
な
事
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

今
、
縁
あ
っ
て
来
た
こ
こ
田
布
施
で
、
漁

業
者
と
し
て
更
に
知
識
を
深
め
な
が
ら
、
自

身
が
学
ん
で
き
た
事
を
後
者
に
伝
え
て
い
け

る
よ
う
に
、
経
験
値
を
高
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

中
郷
自
治
会　

濱
田　

秀
樹
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第167回

手編み教室

東田布施公民館

　

今
回
は
、
東
田
布
施
公
民
館
開
設

時
よ
り
続
い
て
い
る
手
編
み
教
室
を

訪
ね
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
、
ご
自
身
の
作
品
を
着

て
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
素
敵
さ

に
目
が
服
に
釘
付
け
に
な
り
ま
し

た
。
手
編
み
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の

完
成
度
で
、
さ
ぞ
製
作
に
は
時
間
が

か
か
る
の
で
は
な
い
か
と
製
作
時
間

を
お
聞
き
す
る
と
、
大
体
３
カ
月
を

要
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
講
師
の

中
川
宏
子
先
生
曰
く
、
手
編
み
の
良

さ
は
、
既
製
服
で
は
得
ら
れ
な
い
、

そ
の
人
の
好
き
な
思
い
通
り
の
作
品

が
で
き
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

作
品
に
は
、
手
提
げ
バ
ッ
ク
や
帽

子
な
ど
の
小
物
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら

の
季
節
に
向
け
た
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン

製
の
糸
を
使
用
し
た
帽
子
を
編
ん
で

い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

手
編
み
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
お

尋
ね
す
る
と
、「
公
民
館
ま
つ
り
の

展
示
を
見
て
作
っ
て
み
た
い
と
思

い
、
出
る
こ
と
も
な
い
の
で
、
楽
し

み
に
始
め
ま
し
た
。」「
退
職
を
機
に

趣
味
を
活
か
そ
う
と
思
っ
た
。」「
ボ

ケ
防
止
よ
。」な
ど
様
々
で
し
た
。
確

か
に
手
編
み
は
、
指
先
を
動
か
し
、

口
を
動
か
し
、
ど
ん
な
作
品
を
作
ろ

う
か
頭
で
考
え
る
の
で
、
ボ
ケ
防
止

に
な
る
そ
う
で
す
。

　

同
じ
場
所
に
集
い
、
各
自
が
先
生

に
習
い
、
お
喋
り
し
な
が
ら
、
間
で

は
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
設
け
て
楽
し
く

編
ん
で
い
る
と
、
３
時
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
経
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

手
編
み
を
し
つ
つ
、
お
喋
り
に
よ

る
料
理
教
室
や
人
生
相
談
な
ど
、
何

変
化
に
も
な
る
多
彩
な
中
身
の
濃
い

教
室
で
し
た
。

■
講　

師　

中
川　

宏
子

■
日　

時　

第
１
・
第
３
木
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
場　

所　

東
田
布
施
公
民
館
研
修
室

■
代
表
者　

米
本　

明
子

サークルウォッチング

地
域
協
育
ネ
ッ
ト　
　

た
ぶ
せ
キ
ッ
ズ
教
室
シ
リ
ー
ズ
①

　

文
字
通
り
、「
わ
く
わ
く
」が
連
続
す
る

陶
芸
教
室
で
し
た
。
土
を
こ
ね
る
と
、
思

い
思
い
の
形
に
変
身
。
ま
ず
こ
れ
は
、
粘

土
の「
妙
」…
。ま
た
、釉
薬（
う
わ
ぐ
す
り
）

を
つ
け
て
本
焼
き
を
す
れ
ば
、
作
品
は
な

ま
め
か
し
い
光
沢
を
帯
び
、
高
貴
な
質
感

を
そ
の
身
に
ま
と
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
釉

薬
の
な
せ
る
技
」で
し
ょ
う
。

　

自
分
の
手
で
作
っ
た
物
が
、
い
ろ
い
ろ

な
力
を
借
り
な
が
ら
美
し
い
作
品
に
な
っ

て
い
く
。
─
─
―
参
会
の
み
な
さ
ん
の

嬉
々
と
し
た
表
情
が
、
陶
芸
の
楽
し
さ
を

何
よ
り
も
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

工
匠
の
格
調
高
い
芸
術
品
も
い
い
け
れ

ど
、
丹
精
込
め
た
自
分
の
力
作
に
、
さ
ら

に
大
き
な
価
値
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き

た
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
も
、
山
本
卓
司
先
生
を
は
じ
め
、

「
陶
芸
を
楽
し
む
会
」の
み
な
さ
ま
の
懇
切

丁
寧
な
ご
指
導
が
あ
っ
て
の
賜
で
す
。
わ

く
わ
く
す
る
楽
し
い
時
を
提
供
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

隔
月
で
、た
ぶ
せ
キ
ッ
ズ
教
室
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

『
わ
く
わ
く
』陶
芸
教
室

社
会
教
育
課
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★
キ
ャ
ロ
ッ
ト
だ
ん
ご
★

人
参
の
鮮
や
か
な
色
合
い
が
か
わ
い
い
デ
ザ
ー
ト
で
す
。

素
材
の
味
を
活
か
し
た
甘
さ
な
の
で
、
お
子
さ
ん
に
も
ぴ
っ
た

り
★

人
参
が
嫌
い
な
子
も
こ
れ
な
ら
食
べ
て
く
れ
る
か
も
…
？

作
り
方

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

① 

人
参
は
す
り
お
ろ
す
。

② 

①
の
人
参
に
白
玉
粉
と
豆
腐
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
耳
た

ぶ
く
ら
い
の
固
さ
に
な
る
ま
で
こ
ね
た
ら
、
一
口
大

に
丸
め
る
。

③ 

沸
と
う
し
た
湯
の
中
に
②
の
団
子
を
入
れ
、
浮
き
上

が
っ
て
き
た
ら
、
取
り
出
し
て
冷
水
に
さ
ら
す
。

④ 

好
み
で
、
混
ぜ
合
わ
せ
た
Ⓐ
を
団
子
に
ま
ぶ
す
。

１人分の栄養価

エネルギー…258kcal
たんぱく質…8.4g　脂質…3.8g
カルシウム…70mg　塩分…0.4g

材
料
（
４
人
分
）

｛Ａ○

2014　7/11 号　

　　きな粉	 30g
　　砂糖	 大さじ１
　　塩	 少々

　人参	 1/2本
　白玉粉	 200g
　木綿豆腐	 （1/2丁）150g

■目標　『循環器疾患にかからないよう予防しましょう』

　循環器疾患（脳血管疾患・虚血性心疾患）とは、全身に血液を送りとどけている動脈が詰まったり、破れて

起こる疾患のことで、その代表的なものが「脳卒中」と「心筋梗塞」です。特に脳卒中は、高齢者の介護が必要

となる主な原因ですので、日ごろからの注意が必要です。

■循環器疾患を予防するポイント

　循環器疾患は、生活習慣の改善によって効果的
に予防することができます。循環器疾患の予防に
は、「４つの危険因子」を適切に管理することがポ
イントです。
　４つの危険因子とは、（１）高血圧、（２）脂質異

■薄味をこころがけましょう

　　・薄味になれる
　　・漬け物・汁物の量に気をつけて
　　・「かけて食べる」より「つけて食べる」
　　・酸味を上手に使いましょう
　　・香辛料をふんだんに
　　・香りを利用して
　　・練り製品・加工食品には気をつけて
　　・食べすぎないように

問保健センター　　☎５２- ４９９９
健康づくり推進キャラクター

「田布施町健康増進計画」 ～生活習慣病・がん対策編③～

項　目 区分 現状値 目標値

過去１年間の健康診査（内科一般検診）受診率 40歳以上 － 50％以上

薄味をこころがけている人の割合 20歳以上
男性 47.0％ 60％

女性 62.1％ 70％

循環器疾患は、がんに次ぐ日本人の死亡原因

■特定健康診査（通称「メタボ健診」）
　を受診しよう

　メタボリックシンドローム（通称メタボ）とは、
内臓に脂肪が蓄積することで起こる高血圧、高血
糖、脂質異常症のうち２つの異常を併発した状態
のことです。
　健康診査では、肥満度（腹囲、BMI）、血糖、脂質、
血圧などを診査します。保健指導が必要となった
人は、この機会に自分の生活習慣を見直しましょう。

常症、（３）喫煙、（４）糖尿病のことです。これら
はいずれも動脈硬化を引き起こし、循環器疾患の
原因となります。
　これらを適切に管理するには、食事に気をつけ
る、適度な運動を行う、たばこは吸わないなど、
生活習慣を改善することが大切です。
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薬物乱用防止を呼びかけました

　６月21日（土）、町内のスーパーマーケットや
ホームセンターの店頭で、山口県薬物乱用防止推
進員協議会が実施する「ダメ。ゼッタイ。」国際麻
薬撲滅ヤングキャンペーンが行われました。
　キャンペーンには、保護司・更生保護女性会・
熊毛南高校・ガールスカウトなどボランティアの
みなさんが参加し、薬物乱用防止の呼びかけや募
金活動をしました。

　部屋範夫さんが山口県体育協会体育功労賞を受
賞され、６月20日（金）、町長へ受賞報告されま
した。
　部屋さんは山口県アーチェリー界の競技運営・
審判の育成に尽力され、さらに国際審判員として
オリンピック・パラリンピック・アジア選手権・
世界ジュニア選手権など、多くの大会で日本代表
国際審判員として活躍されました。

体育功労賞を受賞されました

「社会を明るくする運動」伝達式
　６月12日（木）、柳井保護区保護司会田布施地
区会と町更生保護女性会のみなさんが、７月１日
から「社会を明るくする運動」の強調月間の開始に
先立ち、町長を訪問されました。
　「犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域
のチカラを育てるためのご理解とご協力をお願い
します」という法務大臣からのメッセージを町長
へ伝達されました。

Town News
Tabuse

「西の寺子屋」講座がスタート
　６月11日（水）、「西の寺子屋」（地域の講師によ
る放課後課外授業）の開講式が行われました。
　西の寺子屋で行われる講座は、地域の人が講師
となる５つのジャンルで構成されています。子ど
もたちは１年を通して、世話人や見守りボラン
ティアのみなさんと一緒に ” 知ることの楽しさ ”
を体験します。
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俳
句
・
短
歌

棚

田
の

上

を

何

も

な
い
よ

う

に　

風

が

吹

く

笑
い
転
げ
た
日
も
あ
っ
た　

亡つ

ま夫
に
手
向
け
る
芍

し
ゃ
く
や
く薬

月

の

匂

い

を

か

ぐ

よ

う

に　

夜

を

吸

う

口
笛
を
吹
い
た
ら　

そ
よ
風
が
集
ま
っ
て
き
た

身
の
ほ
ど
の
く
ら
し
の
匂
い
さ
せ
て　

煮
豆
ふ
っ
く
ら

　
　
　
　

短
歌

縄
文
の
人
ら
の
焚
火
の
象

か
た
ち

し
て

　
　

花
曼
珠
沙
華
昼
を
群
れ
咲
く	

藤
田　

京
子

青
の
色
ま
だ
と
と
の
わ
ぬ
明
け
の
海み

に

　
　

網
さ
す
小
舟
の
一
つ
た
ゆ
た
う	

吉
村　

京
子

昨き

ぞ夜
の
雨
に
一
輪
残
る
芍
薬
の

　
　

う
つ
ぶ
す
花
に
支
柱
施
す	

岡
本
ま
さ
子

廃
品
の
車
に
運
ぶ
ス
テ
レ
オ
に

　
　

月
賦
で
買
い
し
子
の
顔
う
か
ぶ	

城　
　

恭
子

枯
芝
の
中
に
弥
生
の
日
差
し
浴
び

　
　

た
ん
ぽ
ぽ
一
つ
丈
低
く
咲
く	

熊
谷　

玲
子

甲
斐　

信
子

小
野
恵
美
子

部
屋　

慈
音

石
田　

帝
児

久
光　

良
一

周
防
一
夜
会

田布施図書館　　　☎５２-２２８８

～新しく入った本の一部を紹介します～

●
話
題
の
本
●

『わらうほし』
   荒井　良二 絵

　

こ
こ
は
、
わ
ら
う
ほ
し
で
す
。
山
も

森
も
、
ま
ち
も
公
園
も
、
花
も
雲
も
、

ぼ
く
も
わ
た
し
も
、
こ
ど
も
も
お
と
な

も
、
み
ん
な
わ
ら
っ
て
い
ま
す
…
。
読
み

終
え
る
と
自
然
と
笑
顔
に
な
れ
る
絵
本
。

e メールアドレス　library.tabuse@town.tabuse.yamaguchi.jp

ホームページ　　　http://library.town.tabuse.yamaguchi.jp
７月の休館日

コ
ロ
ッ
ケ
く
ん
の
ぼ
う
け
ん	

あ
べ　

弘
士

ブ
ー
ビ
ー
と
す
べ
り
だ
い	

高
畠　
　

純

あ
の
ほ
し
な
ん
の
ほ
し	

柳
原　

良
平

ダ
ッ
シ
ュ
！	

村
上
し
い
こ

し
ゅ
く
だ
い
さ
か
あ
が
り	

福
田　

岩
緒

し
ご
と
ば　

も
っ
と	

鈴
木
の
り
た
け

江
戸
の
象
吉	

太
田　

大
輔

レ
ン
タ
ル
お
ば
け
の
レ
ス
ト
ラ
ン	

	
ス
ギ
ヤ
マ　

カ
ナ
ヨ

だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
や
ま
ん
め
ち
ゃ
ん	

	

加
古　

里
子

　

別
れ
た
妻
が
殺
さ
れ
た
。
も
し
、
あ

の
と
き
離
婚
し
て
い
な
け
れ
ば
、
私
は

ま
た
遺
族
に
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
…
。

圧
倒
的
な
密
度
と
、
深
い
思
索
に
裏
付

け
ら
れ
た
予
想
も
つ
か
な
い
展
開
の
書

下
ろ
し
長
編
。

仮
想
通
貨
革
命	

野
口
悠
紀
雄

ス
ノ
ー
デ
ン
フ
ァ
イ
ル	

	

ル
ー
ク
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ

ぼ
く
ら
は
、
１
９
８
８
年
生
ま
れ	

	

Ｍ
Ｂ
Ｓ『
情
熱
大
陸
』

冷
た
い
デ
ザ
ー
ト
レ
シ
ピ	

脇　
　

雅
世

今
ご
は
ん
、
昔
ご
は
ん	

松
井
今
朝
子

決
断	

小
杉　

健
治

官
房
長
官	

星　
　
　

浩

平
凡	

角
田　

光
代

利
休
の
茶
杓	

山
本　

兼
一

盲
目
的
な
恋
と
友
情	

辻
村　

深
月

わ
け
あ
り
師
匠
事
の
顛
末	

佐
藤　

雅
美

●
話
題
の
本
●

児
童

一
般

◆
お
し
ゃ
べ
り
箱
お
は
な
し
の
会

　

７
月
26
日（
土
）午
前
10
時
30
分
～

※
場
所
は
図
書
館
２
Ｆ
講
座
室

 『虚ろな十字架』
   東野　圭吾 著

　
　
　
　

喜
生
句
会

つ
つ
ま
し
く
生
き
て
来
た
道
柿
の
花	

田
邊
留
美
子

花
菖
蒲
独ど

っ

こ鈷
の
ご
と
く
咲
き
に
け
り	

國
近　

菊
枝

新
じ
ゃ
が
を
む
き
て
肉
じ
ゃ
が
じ
ゃ
が
サ
ラ
ダ	

石
永
美
智
子

夏
帽
子
脱
い
で
禿と

く
と
う頭

ひ
と
撫
で
す	

森
永　

初
惠
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毎週月曜日、祝日
祝日の振替22日（火）、月末整理31日（木）



４ 日　水遊び
18 日　水遊び
25 日　身体測定・水遊び

５ 日　プール遊び
19 日　プール遊び・おにぎりギュッ！
22 日（金）調理実習※限定 10 組
26 日　身体測定・プール遊び

赤ちゃんサロン

10 ： 00 ～ 12 ： 00

【８月行事】

毎週月曜日
０歳児対象

毎週火曜日
１歳児対象

★はいはい

★よちよち

毎週木曜日
２歳児対象★すくすく

   9 :30 ～ 16:00
 12:15 ～ 13:15）

   
9:30 ～ 12:00

７ 日　プール遊び
21 日　プール遊び・おにぎりギュッ！
28 日  身体測定・プール遊び

13

月～金曜日
（昼休み

土曜日

20 日（水）　誕生会

★全員対象

  27 日（水）マタニティサロン
　　　　　　　妊婦さん対象　

（Ｈ 25 年４月２日以降生まれ）

（Ｈ24年４月２日～Ｈ25年４月１日生まれ）

（Ｈ23年４月２日～Ｈ24年４月１日生まれ）

※水遊び・プール遊びがあります。

　水着・タオルを持ってきてください。

※８月11日（月）～ 16日（土）まで、お盆休みです。

１日（金）　孫サロン

広報たぶせNo.925

社
会
福
祉
協
議
会

☎
53
‐
１
１
０
３

柳井警察署だより
 ☎２３- ０１１０

http://www.police.pref.yamaguchi.jp/
1040/index.htm

（
５
／
21
～
６
／
20
受
付
分
）

◎施設開放

《子育ての名脇役、孫育ての　　
みなさんを応援しています》

田布施保育園 子育て支援センター ☎５３- １０１２

＊ 

社
会
福
祉
事
業
へ

匿
名
２
件

＊ 

香
典
返
し

戎
ヶ
下　

芥
川
昌
弘
（
母
）
久
美

旭　
　
　

星
出
輝
明
（
母
）
フ
ジ
子

八
和
田　

村
岡
一
雄
（
母
）
サ
ダ
子

真
殿　
　

久
保
靜
枝
（
夫
）
正
人　

上
ゲ　
　

中
本
カ
ズ
ミ
（
夫
）
正
晴　

神
奈
川
県　

斉
藤
隆
子
（
母
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
ス
ミ
子

川
西　
　

國
弘
孝
明
（
母
）
靜
江

定
井
手　

角
谷
惠
美
子
（
夫
）
匡

大
波
野
中　

内
田
良
子
（
夫
）
早
苗

瀬
戸　
　

中
村
重
子
（
夫
）
雅
一

＊ 

紙
オ
ム
ツ

地
家　
　

兼
清
清
市

匿
名
１
件

＊ 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
他

匿
名
１
件

０１２
たぶせ

警察官・警察

事務職員の募集

区　　分 警察官（Ａ）試験
（第２回） 警察官（Ｂ）試験 警察事務職員

（高卒程度）

受験資格

・昭和 56 年４月２日以降に
生まれた人
・４年制以上の大学卒業者ま
たは平成 27 年３月 31 日まで
に卒業見込みの人

・昭和 56 年４月２日から平成９
年４月１日までに生まれた人
・４年生以上の大学卒業者（見
込みを含む）以外の人

・平成５年４月２日から平成
９年４月１日までに生まれた
人
・４年制以上の大学卒業者（見
込みを含む）以外の人

受付期間 ７月 11 日（金）～８月 29 日（金）

第１次試験 　　　　　９月 21 日（日）　　　　　 ９月 28 日（日）

○受験案内・申込書は、山口県警察本部、柳井警察署、交番、駐在所で受け取ることができます。また、
山口県人事委員会事務局のホームページにも掲載されています。

○詳しいことは、警察本部警務課　（☎０８３ ‐ ９３３ ‐ ０１１０）にお問い合わせください。
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全
国
海
難
防
止
強
調
運
動

　
　
　
　
　
（
７
月
16
日
～
31
日
）

　

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
な
ど
マ
リ
ン

レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
際
に
は
、
次
の

こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
・
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
な
ど
の
航
走
は
海
水
浴
場

な
ど
の
人
の
集
ま
る
場
所
に
は
近

づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
狭
い
場
所
で
は
ス
ピ
ー
ド

を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

●
ウ
ェ
ー
ク
ボ
ー
ド
な
ど
遊
具
の
使

用
は
狭
い
場
所
や
船
の
往
来
が
あ

る
場
所
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

◇
問
合
せ
先　

徳
山
海
上
保
安
部

　

☎
０
８
３
４
‐
31
‐
０
１
１
２

海
の
事
故
ゼ
ロ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

お知らせ
知

お知らせ
知
日
本
脳
炎
の
予
防
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、
接
種

後
に
重
い
病
気
に
な
っ
た
事
例
が

あ
っ
た
た
め
に
、
平
成
17
年
度
か
ら

平
成
21
年
度
ま
で
、
日
本
脳
炎
の
予

防
接
種
の
案
内
を
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

現
在
は
、
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
に
よ

り
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
19
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
は
、
20
歳
未

満
ま
で
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
の
第

１
期
（
３
回
）
と
第
２
期
（
１
回
）

の
不
足
回
数
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
母
子
健
康
手
帳
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

予
防
接
種
に
は
予
診
票
が
必
要
で

す
。
詳
し
い
こ
と
は
保
健
セ
ン
タ
ー

お知らせ
知
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

介
護
や
支
援
が
必
要
に
な
る
お
そ

れ
が
あ
る
高
齢
者
の
人
を
早
期
に
発

見
す
る
た
め
、
健
康
お
よ
び
日
常
生

活
の
動
作
な
ど
の
状
態
を
判
定
す
る

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」を
対
象
者

に
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者　

６
月
１
日
現
在
で
、
介

護
保
険
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
70
歳
以
上
の
人

　
（
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
に

回
答
さ
れ
た
人
は
除
き
ま
す
。）

◇
提
出
期
限　

７
月
18
日（
金
）

◇
提
出
方
法　

　

各
公
民
館
（
城
南
、
西
田
布
施
、

東
田
布
施
、
麻
郷
、
麻
里
府
）、

敬
老
会
の
お
知
ら
せ

お知らせ
知

　

９
月
13
日（
土
）に
敬
老
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
金
婚
夫
婦
は
届
出
を

　

今
年
、
金
婚
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫

婦
に
、
敬
老
会
会
場
で
田
布
施
町
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
す
。

○
金
婚
対
象
者

昭
和
39
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
結
婚
さ
れ
、

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
で
ご
夫

婦
と
も
健
在
の
人

○
届
出
方
法

ご
夫
婦
の
氏
名
・
住
所
・
生
年
月

日
・
婚
姻
年
月
日
を
８
月
８
日（
金
）

ま
で
に
、
町
民
福
祉
課
④
窓
口
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先　

　

町
民
福
祉
課　

福
祉
係

　

☎
52
‐
５
８
１
０

詩
情
公
園
美
化
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
７
／
27
）

お知らせ
知

　

５
月
か
ら
10
月
の
毎
月
第
４
日
曜

日
、
詩
情
公
園
（
中
央
南
）
に
お
い

て
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
草
刈
り
や

ゴ
ミ
拾
い
な
ど
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

時
間
は
午
前
８
時
か
ら
１
時
間
程

度
で
す
。
７
月
は
27
日
（
日
）
に
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
夏
場
は
特
に
熱
中
症
対
策
を
し
っ

か
り
し
た
う
え
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

※
草
刈
り
機
な
ど
準
備
し
て
お
り
ま

す
。

◇
問
合
せ
先

　

町
民
福
祉
課　

環
境
係

　

☎
52
‐
５
８
１
０

麻
郷
福
祉
会
館
、
町
役
場
健
康
保

険
課
に
設
置
す
る
「
回
収
箱
」
に

投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先　

　

健
康
保
険
課　

介
護
保
険
係

　

☎
52
‐
５
８
０
９

　

中
国
電
力
株
式
会
社
で
は
、
６
月

17
日
（
火
）
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
サ
ー
ビ
ス
区
域
内
で
発
生
し
た
停

電
に
関
す
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
の

掲
載
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
掲
載
さ
れ
る
情

報
は
、
停
電
の
「
発
生
時
刻
」、「
発

生
地
域
」、「
停
電
戸
数
」
で
す
。
そ

の
他
、
復
旧
見
込
み
な
ど
に
つ
い
て

も
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
、
携
帯
電

話
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

・
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

　

h
ttp

://w
w

w
.teid

en
in

fo
.

energia.co.jp/

・
携
帯
電
話
用

　

h
ttp

://w
w

w
.teid

en
in

fo
.

energia.co.jp/indexM
.htm

l

◇
問
合
せ
先

　

中
国
電
力
株
式
会
社
柳
井
営
業
所

　

☎
０
１
２
０
‐
６
１
６
‐
３
１
７

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
‐
４
９
９
９

停
電
情
報

お知らせ
知
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多
重
債
務
・
相
続

無
料
電
話
相
談
会

相  談
相

◇
日
時　

８
月
２
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◇
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０
‐
０
０
３
‐
８
２
１

◇
内
容

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ

な
ど
の
多
重
債
務
や
相
続
登
記
な

ど
の
相
続
問
題
で
困
っ
て
い
る
人

に
、
債
務
整
理
手
続
や
お
近
く
の

司
法
書
士
事
務
所
の
紹
介
な
ど
、

問
題
解
決
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス

お知らせ
知
１
歳
６
か
月
児

健
康
診
査

◇
日
時　

８
月
７
日（
木
）

　
〈
受
付
時
間
〉

　

午
後
１
時
～
午
後
１
時
30
分

◇
場
所　

西
田
布
施
公
民
館

◇
対
象
者　

平
成
24
年
11
月
８
日
か

ら
平
成
25
年
２
月
６
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
幼
児

◇
内
容　

内
科
診
察
・
歯
科
診
察
等

※
該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
‐
４
９
９
９

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

教
育
チ
ャ
イ
ム
を

鳴
ら
し
ま
す

お知らせ
知

　

７
月
21
日（
月
）～
８
月
31
日（
日
）

の
午
前
10
時
・
午
後
６
時
に
教
育

チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら
し
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
、
夏
休

み
中
も
規
則
正
し
い
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

◇
問
合
せ
先　

学
校
教
育
課

　

☎
52
‐
５
８
１
２

プ
ー
ル
一
般
開
放
に

つ
い
て
（
訂
正
）

お知らせ
知

　

６
月
13
日
号
広
報
た
ぶ
せ
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内
プ
ー
ル
の
一
般
開
放
に
つ
き
ま
し

て
、
７
月
25
日
（
金
）
は
町
内
小
学

生
水
泳
教
室
の
た
め
お
休
み
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
会
場
が
東
田
布
施
小

学
校
へ
と
変
更
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
当
日
は
一
般
開
放
し
ま
す
。

　

新
た
に
８
月
24
日
（
日
）
は
、
田

布
施
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
大
会
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
一
般

開
放
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

司
法
書
士
無
料

　
成
年
後
見
相
談
会

相  談
相

◇
対
象　

高
齢
者
・
障
害
者
お
よ
び

そ
の
家
族
・
支
援
者
な
ど

◇
相
談
内
容　

成
年
後
見
に
関
す
る

相
談

◇
訪
問
相
談（
要
予
約
）

　

９
月
１
日（
月
）～
30
日（
火
）の
期

間
で
相
談
者
が
希
望
す
る
日
時
・

場
所
に
相
談
員
が
訪
問
し
ま
す
。

◇
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
相
談
内
容
、
希
望
日
時
・
場

所
を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送

◇
申
込
期
間

　

８
月
18
日（
月
）～
９
月
30
日（
火
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

山
口
市
駅
通
り
２
‐
９
‐
15

　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル

サ
ポ
ー
ト
山
口
支
部

　

☎
０
８
３
‐
９
２
４
‐
５
２
２
０

　

FAX�

０
８
３
‐
９
２
１
‐
０
４
７
５

◇
問
合
せ
先

　

田
布
施
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
‐
３
８
３
２

◇
問
合
せ
先

　

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

（
石
丸
）

　

☎
０
８
３
４
‐
32
‐
９
８
６
１

募  集
募
第
一
種
電
気
工
事
士

講
習
の
受
講
生
募
集

◇
講
習
内
容　

第
一
種
電
気
工
事
士

筆
記
試
験
の
受
験
対
策

◇
講
習
日
時

　

９
月
10
日
～
26
日
ま
で
の
平
日

　
（
10
日
間
）

　

午
後
６
時
15
分
～
午
後
９
時
15
分

　
（
１
日
３
時
間
）

◇
受
講
料　

１
万
６
０
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
等
を
含
む
）

◇
定
員　

20
人

　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
、

少
数
の
場
合
は
講
習
中
止
）

◇
申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
に
て
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
講
習
名
を
明
記
の
上
、

県
立
西
部
高
等
産
業
技
術
学
校
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
期
限

　

９
月
１
日
（
月
）
当
日
必
着

◇
問
合
せ
先

　

県
立
西
部
高
等
産
業
技
術
学
校

　

☎
０
８
３
‐
２
４
８
‐
３
５
０
５
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光
地
区
消
防
組
合

消
防
職
員
採
用
試
験

試  験
試

◇
試
験
区
分
等

・
試
験
区
分　

上
級
、
初
級

・
職
種　

消
防
吏
員

・
採
用
予
定
人
数　

４
人
程
度

◇
受
験
資
格

〈
年
齢
・
資
格
等
〉

・
上
級

　

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
学

校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
管

理
者
が
こ
れ
と
同
等
と
認
め
る
も

の
を
含
む
）
を
卒
業
ま
た
は
平
成

27
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人

・
初
級

　

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
学

校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等
学

校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

（
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
短
期

大
学
等
を
含
み
、
同
法
に
規
定
す

る
大
学(

管
理
者
が
こ
れ
と
同
等

と
認
め
る
も
の
を
含
む
）
を
卒
業

し
た
人
を
除
く
）

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
人

・
禁
治
産
者
、
ま
た
は
準
禁
治
産
者

・
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
の
人
ま
た

は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
ま
で
の
人

・
そ
の
他
、
地
方
公
務
員
法
第
16
条

に
該
当
す
る
人

◇
受
験
申
込
受
付
期
限

　

８
月
15
日（
金
）午
後
５
時
15
分

募  集
募
朝
食
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
作
品
募
集

　

田
布
施
町
民
の
朝
食
欠
食
率「
０
」

を
目
指
し
て
、
毎
日
食
べ
た
く
な
る

よ
う
な
朝
ご
は
ん
レ
シ
ピ
を
募
集
し

ま
す
。

◇
応
募
資
格

　

田
布
施
町
在
住
の
人（
一
般
の
部
）

◇
応
募
内
容

　

毎
日
食
べ
た
く
な
る
よ
う
な
朝
ご

は
ん
レ
シ
ピ
（
１
品
）

◇
応
募
条
件

①
身
近
な
材
料
で
作
れ
る
も
の

②
調
理
に
あ
ま
り
時
間
が
か
か
ら
な

い
も
の
（
概
ね
30
分
以
内
）

③
自
分
で
工
夫
し
て
作
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
も
の

◇
応
募
方
法

　
「
応
募
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
料
理
の
完
成
写
真
を
同
封

の
上
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い（
郵
送
、メ
ー
ル
可
）。

※
応
募
用
紙
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

と
役
場
（
健
康
保
険
課
）、
各
公

民
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

◇
応
募
締
切　

９
月
１
日
（
月
）

◇
そ
の
他

・
入
選
作
品
に
は
、
粗
品
を
進
呈
い

た
し
ま
す
。

・
入
選
作
品
は
、
町
の
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど

で
紹
介
し
ま
す
。

・
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
当
コ
ン

テ
ス
ト
以
外
の
目
的
に
は
使
用
い

た
し
ま
せ
ん
。

・
応
募
用
紙
等
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
問
合
せ
先

　

〒
７
４
２
‐
１
５
１
１

　

田
布
施
町
大
字
下
田
布
施

　
　
　
　
　
　
　

２
２
１
０
番
地
１

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
‐
４
９
９
９

　

E-m
ail

：hokencenter@
tow

n.
tabuse.lg.jp

い
き
い
き
講
座

（
第
３
回
）

講  座
講

　

認
知
症
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
勉

強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
日
時　

８
月
８
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

◇
場
所　

高
齢
者
い
き
い
き
館

◇
内
容　

　

利
用
で
き
る
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て

◇
講
師　

　

町
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

◇
参
加
料　

無
料

◇
申
込
期
限　

８
月
１
日（
金
）

※
「
た
ぶ
せ
・
い
き
い
き
健
康
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
」の
対
象
講
座
で
す
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
52
‐
４
９
９
９

大
人
と
子
ど
も
の
た

め
の
福
祉
体
験
教
室

講  座
講

◇
日
時　

８
月
５
日（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

◇
場
所　

　

中
央
公
民
館
２
階　

会
議
室
Ａ
Ｂ

◇
内
容

　

福
祉
体
験
授
業

　
「
目
が
見
え
な
い
っ
て
ど
ん
な
こ

と
？
」

・
目
の
不
自
由
な
人
の
お
話

・
点
字
体
験

・
ア
イ
マ
ス
ク
体
験

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
知
ろ

う
・
気
づ
き
、
出
来
る
こ
と
を
考
え
て

み
よ
う

◇
講
師　

　

点
訳
ほ
お
ず
き
の
会　

会
員

　
（
代
表　

田
熊
れ
い
子
）

◇
定
員　

30
人（
先
着
順
）

◇
参
加
費　

無
料

◇
申
込
期
限　

７
月
29
日（
火
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

田
布
施
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
53
‐
１
１
０
３

◇
試
験
日　

９
月
21
日（
日
）

◇
試
験
場
所　

　

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

◇
受
験
申
込
書
請
求
・
問
合
せ
先

　

〒
７
４
３
‐
０
０
１
１

　

光
市
光
井
６
丁
目
16
番
１
号

　

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
課

　

☎
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
０
１
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募  集
募
ひ
と
り
親
家
庭
の
お

子
さ
ん
の
学
習
支
援

　

県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
教
員

Ｏ
Ｂ
な
ど
の
「
学
習
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
を
派
遣
し
て
児
童
な
ど
の

学
習
支
援
を
行
い
ま
す
。

◇
実
施
方
法

①
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
希
望

者
を
県
に
お
い
て
登
録

②
派
遣
に
つ
い
て
県
が
調
整
・
決
定

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
週
１
回
程
度
、

家
庭
を
訪
問
し
学
習
支
援
を
実
施

◇
応
募
要
件

　

町
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
人

で
、
中
学
生
の
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
人

◇
応
募
方
法

　

町
民
福
祉
課
児
童
係
③
窓
口
に
備

え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
提
出

◇
応
募
先　

町
民
福
祉
課　

児
童
係

☎
52
‐
５
８
１
０

◇
問
合
せ
先

　

山
口
県
こ
ど
も
未
来
課

　

☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
７
５
１

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

中
学
校
卒
業
程
度

　
　
　
　
認
定
試
験

試  験
試

　

病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由
に

よ
り
、
就
学
義
務
を
猶
予
、
ま
た
は

免
除
さ
れ
た
人
な
ど
に
対
し
、
中
学

校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う

か
を
認
定
す
る
た
め
に
国
が
行
う
も

の
で
す
。
合
格
者
に
は
高
等
学
校
の

入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

◇
試
験
日
　
10
月
30
日
（
木
）

◇
試
験
場
所　

山
口
県
庁

◇
試
験
科
目

　

国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・

　

外
国
語(

英
語)

魅
力
再
発
見
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
開
催
し
ま
す

募  集
募

　

７
月
20
日
（
日
）
か
ら
８
月
31
日

島
ス
ク
エ
ア

　
次
世
代
育
成
講
座

講  座
講

■
親
子
発
明
工
作
教
室

　

～
身
近
な
も
の
で

　
　
　
　

お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う
～

◇
日
時　

８
月
19
日（
火
）

　

午
後
10
時
～
正
午

◇
対
象
者

　

小
学
生
20
人
と
そ
の
保
護
者

※
申
込
み
が
多
け
れ
ば
、
午
後
の
部

も
検
討
し
ま
す
。

◇
内
容　

　

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
が
工
作
な

ど
に
取
り
組
み
、
対
話
や
共
通
の

体
験
を
通
し
て
、
発
明
や
工
夫
へ

の
興
味
を
高
め
る

■
次
世
代
起
業
集
中
講
座

　
　
　
　
　
　

～
起
業
を
考
え
る
～

◇
日
時

　

８
月
８
日（
金
）・
18
日（
月
）・

　
　

21
日（
木
）・
24
日（
日
）・
27
日（
水
）

　

午
前
９
時
50
分
～
午
後
３
時
50
分

※
24
日（
日
）は
、
午
前
９
時
開
始

◇
対
象
者

　

高
校
生
・
高
専
生
・
大
学
生

　

15
～
20
名（
グ
ル
ー
プ
参
加
可
）

◇
内
容　

　

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
自
ら
事
業
を

起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
か
考
え
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
資
源
の
活
用

や
活
性
化
に
目
を
向
け
、
生
き
方

に
つ
な
げ
る

■
共
通
事
項

◇
場
所　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

◇
主
催　

　

島
ス
ク
エ
ア
次
世
代
育
成
講
座

◇
受
講
料　

無
料

◇
申
込
期
限　

７
月
25
日（
金
）

※
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

〒
７
４
２
‐
２
１
９
３

　

周
防
大
島
町
大
字
小
松

　
　
　
　
　
　
　

１
０
９
１
番
地
１

　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

　

島
ス
ク
エ
ア
次
世
代
育
成
講
座

　

総
務
課
社
会
連
携
係

　

☎
０
８
２
０
‐
74
‐
５
５
２
４

　
　

０
８
２
０
‐
74
‐
５
５
７
２

　

FAX�

０
８
２
０
‐
74
‐
５
５
５
２

　

E-m
ail

：srenkei@
oshim

a-k.
ac.jp

（
日
）
ま
で
の
毎
週
日
曜
日
午
前
５

時
30
分
に
、
地
域
交
流
館
に
集
合
し

て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

◇
問
合
せ
先

田
布
施
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
内
）

　

☎
52
‐
５
８
１
３

◇
願
書
受
付
期
限

　

８
月
28
日（
木
）～
９
月
16
日（
火
）

※
受
験
資
格
、
出
願
書
類
な
ど
詳
し

い
こ
と
は
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　

山
口
県
教
育
庁　

義
務
教
育
課

　
　
　
　
　

地
域
支
援
・
人
事
班

　

☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
４
５
９
５
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　　　第 ６ 回（昭和 39 年３月）卒業生
　　　第 16 回（昭和 49 年３月）卒業生
　　　第 26 回（昭和 59 年３月）卒業生
　　　第 36 回（平成 ６ 年３月）卒業生
　　　第 46 回（平成 16 年３月）卒業生

　滞納が続くと、納期から本税（料）納付までの経過日数に
応じて延滞金が加算されます。督促手数料や延滞金を含めて
完納とならない場合滞納処分を受けることになります。
　やむを得ず納期限までに納付できない事情のある人など
の、納付に関する相談もお受けします。

７月・８月
休日・夜間納税（相談）窓口

◇納付場所　  町役場１階 税務課窓口
◇対象および内容の問合せ先

■休日昼間納税（相談）窓口（８:30 ～ 17:00）
　７月 27 日（日）   ８月 31 日（日）
■平日夜間納税（相談）窓口（～ 20:00）
　７月 31 日（木）   ８月 29 日（金）

　町県民税・固定資産税・軽自動車税
　　　　　　………税　務　課	 ☎５２- ５８０４
　国民健康保険税 ･ 後期高齢者医療保険料 ･ 介護保険料
　　　　　　………健康保険課	 ☎５２- ５８０９
　保育料および児童クラブ保育料
　　　　　　………町民福祉課	 ☎５２- ５８１０
　町営住宅使用料および駐車場使用料
　　　　　　………建　設　課	 ☎５２- ５８０７
　下水道受益者負担金…建　設　課	 ☎５２- ５８１７

○固定資産税・都市計画税　　　（２期）
○国民健康保険税・介護保険料	　（１期）
○後期高齢者医療保険料　　　　（１期）

今月の
納期

2014　7/11 号　

　豊かな自然に恵まれ、歴史と伝統をうけついだわ
たくしたち田布施町民は、力を合わせ、活力にみち
未来に輝く田布施を築くため、この憲章を定めます。

町の木

クロガネモチ

町の花

コバノミツバツツジ

    

広
報
た
ぶ
せ

  NO.925

平
成
26
年

７
月
11
日

田 布 施 町 民 憲 章

　１.　健康で明るいくらしにつとめます
　１.　豊かな心を養い、文化を高めます
　１.　暖かい家庭を築き、伸びゆく力を育てます
　１.　人に親切にし、互いに助けあいます
　１.　きまりを守り、平和なふるさとをつくります

＊
「
広
報
た
ぶ
せ
」
の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
53
‐
１
１
０
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

○開催日時　　８月10日（日）
　　　　　　　午前11時～午後２時
○会　　場　　田布施町商工会館（サリジエ）
○会　　費　　3,500円（記念写真代含む）

田布施中学校
同窓会・懇親会のご案内26年度

○問合せ先　田布施中学校同窓会事務局
　（田布施中学校内）☎５２- ２１３８

前売券を用意しています。
（当日、受付で支払うこともできます。）

みなさんのご出席をお待ちしています。

当
番
幹
事

まちおこし田布施農林水産フェスタ

ギンギラ夏まつり

○日時　８月２日（土）
　　　　午前８時30分～

○場所　田布施地域交流館
　　　　☎５１- ０２２２

○イベント等

・かき氷（無料サービス）
・スーパーくじ引き
・金魚すくい　・ヨーヨー釣り
・じゃんけん大会　・わた菓子
・ソフトクリーム　他出店販売あり

サービスいっぱいで楽しいよ！

人口と世帯 人口	 15,949  人

  男	 7,579  人 
  女	 8,370  人 
世帯	 7,000 世帯

（増減 － 11 人）（６月１日現在）

＊
「
広
報
た
ぶ
せ
」
の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
53
‐
１
１
０
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　


